
☆☆来来年年度度予予算算獲獲得得へへ運運動動開開始始☆☆  

～国保組合への現行補助水準の確保が最重要！！～ 

（来来年年度度予予算算ででのの社社会会保保障障関関連連費費はは圧圧縮縮さされれるる可可能能性性がが！！！！） 

～～ははががきき・・議議員員要要請請のの取取りり組組みみ強強化化をを！！！！～～  

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～全建総連（全国建設労働組合総連合）は１１月２０日、東京・日比谷野外音

楽堂（第１会場）と小音楽堂（第２会場）で、来年度の予算要求と賃金・単価

引き上げを求め、「１１・２０ 賃金・単価引き上げ、予算要求中央総決起大会」

を開催しました。全国の４１県連・組合から３，６６９人（１１月２１日現在）

が参加し、厚労省・保険局など６カ所の省庁交渉を行うとともに、東京・銀座

の街までデモ行進を行い、建設技能者の処遇改善をアピールしました。～ 

『１１・２０ 賃金・単価引き上げ、予算要求中央総決起大会』 

～建設国保の育成・強化建設労働者の賃金大幅引き上げをかちとろう！ ～ 

●社会保障制度の拡充！●社会保険への加入促進、法定福利費の確保！ 

●公契約法(条例)の制定！ ●建設アスベスト被害の根絶・被害者補償！ 

●建設業への入職促進・技能者育成！ 

●住宅リフォーム・耐震助成制度の創設・拡充！ 

●消費税をはじめとする大衆増税反対！ 

●青年子育て層対策強め組織の拡大強化！ 

●建設キャリアアップシステムの登録推進 



集会では、はじめに東京と広島から議長団を選出。主催者あいさつで吉田委員長は、国 
会開会中に駆けつけた各党代表の議員にお礼を述べるとともに、現場で働く建設技能者

の処遇改善の重要性、建設国保をはじめとした私たちの要求の実現と来年度予算確保へ

の協力を訴えました。木下副委員長が交渉団を代表して決意表明を行い、省庁要請へ出

発しました。その後、自民、立憲民主、国民民主、公明、共産、社民の各党代表から激

励のあいさつを受けました。各党代表には、吉田委員長から６項目の要請書を手渡しま

した。基調報告で勝野書記長は、概算要求では５年連続で１００兆円を超え、過去最高

の１０２兆円となっている中、国保組合関係は概算要求時に増額となっていることをあ

げ、「夏のハガキ要請は１３３万２１２７枚、地元国会議員要請は本人１４５人を含む

５４９人に要請するなど、運動の成果である」と述べました。また「財務省は来年度予

算を本年度と同じ９７兆円程度に圧縮したいとしている」と述べ、焦点は社会保障費で

高齢化にともなう自然増６，０００億円を５，０００億円に圧縮する方針が出されてい

ると報告。より厳しさを増した圧縮圧力の中で、「国保組合への現行補助水準の確保が

重要」と訴えました。そのため、この集会を成功させること、ハガキ要請と地元国会議 
員要請をやり切ることが大切と訴えました。法改正が国会で議論されている外国人労働 
者の受け入れ拡大について、現場で働く技能者の処遇改善と国内人材の育成と確保が最

優先と訴え、「現行の技能実習制度の根本的な改善が必要で、拙速な受け入れ拡大に反

対する」と述べました。賃金・単価引き上げの運動では、１０月に開催した定期大会で、

要求・請求の大きな運動を展開しよう、若者に選ばれる建設産業にしていこうと意思統

一を行ったことを報告。日建連が「週休二日行動計画」や「労務費見積尊重宣言」を決

めたことが、私たちの運動に有利な条件を築きつつあり、「こうした動きを武器に取り

組もう」と訴えました。その後、熊本建労の仲間が決意表明、山形県連から「全国の建

設労働者・職人は全建総連に結集し、仕事と暮らしを守り、建設産業の未来をきり開こ

う」と決議案の提案を受け全体で確認しました。集会の後に参加者は、「建設国保を守

れ」「賃金・単価をあげろ」「建設技能者の育成をはかれ」「公契約法をつくれ」「リフォ

ーム助成を拡充しろ」「アスベスト被害者を救済しろ」「大衆増税反対」「社会保険料を

建設労働者に保障しろ」とシュプレヒコールをあげながら、東京駅・銀座の街までのデ

モ行進を行いました。 (全建総連・闘争ニュース記事より) 
この総決起大会には、組合本部中委員長及び橿原支部４名・書記局２名が参加し、『建

設国保を守れ！』・『賃金・単価をあげろ！』・『建設技能者の育成を図れ！』・『公契約法

をつくれ！』・『リフォーム助成を拡充しろ！』・『アスベスト被害者を救済しろ！』・『大

衆増税反対！』・『社会保険料を建設労働者に保障しろ！』と要求し、デモ旗や組合旗を

掲げ、シュプレヒコールで私たち組合員の諸要求を訴えました。 
 
『参加された橿原支部の仲間』※順不同・敬称略 

城   憲司(橿原)、松本 敏治(同)、高橋 市郎(同)、浅岡 政則(同） 



【中央総決起大会・来賓一覧】※順不同・敬称略  
□は政党代表挨拶を頂いた方            

【自由民主党】 
□参院議員 衛藤晟一 
［衆院議員］ 髙木毅（以下、代理）石破茂、遠藤利明、金田勝年、岸信夫、左藤章

田中良生、冨樫博之、中谷真一、三ツ林裕巳、山口泰明、渡辺博道 
［参院議員］ 山田修路（以下、代理）木村義雄、滝波宏文、舞立昇治 

【立憲民主党】 
□参院議員斎藤嘉隆（建設技能者の育成を支援する議員連盟・事務局長）、 
［衆院議員］近藤昭一（以下、代理）、大河原雅子、佐々木隆博、本多平直、松田功

横光克彦 
［参院議員］（以下、代理）小川勝也、吉川沙織 

【国民民主党】 
□参院議員 大島九州男 
［衆院議員］（代理）西岡秀子 
［参院議員］古川元久、（以下、代理）増子輝彦 

【公明党】 
□衆院議員 中野洋昌 

【日本共産党】 
□参院議員 小池晃 
［参院議員］仁比聡平（以下、代理）紙智子 

【社民党】 
□参院議員 又市征治 

【無所属】 
［衆院議員］松原仁、（以下、代理）大串博志 
［参院議員］（代理）舟山康江 

 
【中央総決起大会祝電・メッセージ】※順不同、敬称略 
【内閣関係】 
根本匠（厚生労働大臣）、石井啓一（国土交通大臣）、山本順三（国務大臣【国家公安

委員会委員長／国土強靭化担当・内閣府特命担当大臣】）、大西英男（総務大臣政務官）

鈴木憲和（外務大臣政務官）石川昭政（経済産業大臣政務官） 
【衆院議員】（副議長）赤松広隆 
【自由民主党】 
秋葉賢也、大野敬太郎、河井克行、田野瀬太道、髙木毅、棚橋泰文、鳩山二郎、平沢

勝栄、藤原崇、古屋圭司、堀内詔子、松本純、宮下一郎、簗和生 



【立憲民主党】 
荒井聰、生方幸夫、枝野幸男、逢坂誠二、岡島一正、岡本あき子、海江田万里、神谷

裕、佐々木隆博、武内則男、辻元清美、中谷一馬、西村智奈美、初鹿明博、堀越啓仁

本多平直、松田功、道下大樹、宮川伸、山尾志桜里、山川百合子、早稲田夕季 
【国民民主党】 
青山大人、浅野哲、伊藤俊輔、大島敦、大西健介、岡本充功、奥野総一郎、小熊慎司

岸本周平、階猛、関健一郎、西岡秀子、古川元久、牧義夫、森田俊和、柚木道義 
【公明党】 
石田祝稔、伊藤渉、斉藤鉄夫 

【日本共産党】 
志位和夫、塩川鉄也、高橋千鶴子、藤野保史、宮本岳志、宮本徹、本村伸子 

【社会民主党】 
吉川元 

【無所属の会】 
大串博志、岡田克也、金子恵美、野田佳彦、広田一 

【無所属】 
小川淳也、鷲尾英一郎 

【参議院議員】 
【自由民主党】 
江島潔、大野泰正、佐藤信秋、山田修路、渡辺猛之 

【立憲民主党】 
石橋通宏、江崎孝、小川敏夫、神本美恵子、斎藤嘉隆、芝博一、那谷屋正義、鉢呂吉

雄、牧山ひろえ 
【国民民主党】 
伊藤孝恵、大塚耕平、大野元裕、古賀之士、榛葉賀津也、長浜博行、羽田雄一郎、藤

田幸久、森本真治、矢田わか子、柳田稔 
【公明党】 
西田実仁 

【日本共産党】 
市田忠義、吉良よし子、倉林明子、山下芳生、山添拓 

【日本維新の会】 
室井邦彦 

【希望の党】 
行田邦子 

【無所属】 
野田国義、平山佐知子 


